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コミュニティ・スクールだより （第 5号） 

茶の香だより 

 

26 年度の活動をふりかえって 

第五中学校学校運営評議会委員長 荒幡善政 

 

早いもので、平成 26 年 4 月より第五中学校コミュニティ・スクールが始

まり一年が過ぎました。昨年度のミュニティ・スクール元年に向けて、一昨

年の準備委員会より、いろいろな話し合い、準備を進めて参りました。 

ふたを開けていざ本番となったとき、予想を大きく上回る各部の活躍によ

り素晴らしい活動を行う事ができました。これはひとえに委員皆様の積極的

なかかわりと、それをまとめる各部長の働き、学校側の御理解、御協力の賜

物と思います。もちろん、委員、先生方だけでなく、第五中学校コミュニティ・スクールを

支える地域の多くの皆様の御理解、御協力があってこそ本年度の活動ができました。改めま

して感謝申し上げます。 

来年度以降は今年の活動が一つの基準となってきます。これからも、生徒たちの健全育成

のため、独りよがりではなく生徒を中心として地域と連携した活動を展開していきたいと思

いますので、引き続き皆様の御指導、御理解、御協力のほどどうぞよろしくお願いい

たします。 

 

コミュニティ・スクール各学部の活動も２年目を迎えます。平成 27 年度の活動は、更に

充実したものとし、地域の方々に理解して頂いて、活動に参画していただけるように思っ

ています。下記のとおりの活動を予定していますのでよろしくお願いいたします。 
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（２７年度 年間活動予定） 

① コミュニティ・スクール便り（茶の香だより）を年４～５回発行します。 

ホームページ掲載 

② 学習サポーター参加の夏期補習教室を実施します。 

各学年の補習教室の学習サポーター参加を希望します。 

③ 進路模擬面接練習の面接官のサポートをします。 

私立推薦希望等の３年生を対象とします。 

（新たな活動として） 

① 若手教員を主とした「マナー講座」を開催します。 

② 漢字検定試験の監督者のサポート（年 4 回）と啓発活動を行います。 

五中を準会場として実施している検定に、コミュニティ・スクール学習部が監督者

のサポーターとして参加します。 

 

学習部（学習・学力向上・学校理解） 
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《編集後記》発足から 1 年が経ちました。各学部の活動を御理解、御協力いただき誠にあり

がとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

（活動報告） 

2 月 12 日（木）参加者 21 名で二小・八小・十小地区に分かれて約 40 分、防犯パト

ロールを行いました。いつもは 19 時からパトロールを行っておりますが、2 月は生

徒の下校時間に合わせて 18 時 30 分から行いました。 

3 月 10 日（火）参加者 29 名で二小・八小・十小地区に分かれて約 40 分、防犯パト

ロールを行いました。3 月 28 日（土）は 15 時より、校内の壁等のペンキ塗りを行い

ました。 

（２７年度の予定） 

生活部では今年度と同様、月一回の防犯パトロールと、5 月～11 月までの芝刈りを中

心に行っていく予定です。防犯パトロールは青少対、各校ＰＴＡ、学校先生方、おや

じの会、そして五中校区のコニュニティ・スクールとの連携を強化し、今まで以上に

参加者を増やしていけたらと思っております。その他、年 1 回学校施設の改善として、

五中同窓会・ＰＴＡと協力して校内の壁等のペンキ塗りを行いたいと思います。 

 

※今年度第１回の防犯パトロールは 4 月 15 日（水）19 時からを予定しております。 

生活部（生活・健康安全・学習環境・環境整備） 

 

（五中フェスティバル） 

昨年度の講座を踏まえ、新規講座の開拓を進めるとともに、学校と地域の方々そして

五中 PTA の皆様の協力によって築きあげられてきた五中フェスティバルに地域連携

部として運営・実施のどのような部分にかかわっていけるか検討していきます。 

（職場体験） 

職場体験については、今まで市内・市外の多くの企業の方々に受け入られていただい

ておりますが、遠かったり、交通が不便な場所だったりすることが実際に行って分か

ることもあります。業種によっては遠くに行かざるを得ないのですが、可能であれば

市内で職場体験が出来ればいいと考えます。このような状況を踏まえ今までのデータ

の見直しを実施するとともに市内での職場体験場所の開拓を進めるため地域の情報

を集めていきます。 

（ボランティア活動） 

生徒のボランティア活動は、今まで地域の各団体の皆様からの依頼から参加させてい

ただいておりますが、ボランティアは自分一人でも出来ることです。子供たちが自ら

の意志で考え行動出来る機会をもてるよう、学校内にボランティア情報を掲示すると

ともにふれあいボランティアパスポートを活用し意識を高めていきたいと思います。 

地域連携部（地域連携行事・ボランティア活動） 


